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（評価結果） 

Ａ（研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの成果があった） 

 

 

（評価結果の所見） 

本研究領域は、弱い外部刺激により構造変化が容易に生じる秩序ある結晶構造をとる物質をソフト

クリスタルと定義し、その原理の理解、学理の解明及び新機能を創出することを目的としている。

種々の多彩な材料が創出され、日本発である「ソフトクリスタル」の概念及び定義付けを明確化・深

化させるとともに海外にまで広めた点、系統的に整理した点が高く評価され、研究領域の設定目的に

照らして、期待通りの成果があったものと認められる。メカノケミストリーなどの想定を超えた顕著

な成果も得られていることに加え、多彩な材料について非常に多くの原著論文が発表されている点は

特筆すべき点である。 

また、領域運営においては、領域内共同研究による学術誌発表が 86報あるなど研究領域内での連

携が非常に円滑に進んだ点や、海外派遣や国際共同研究を通じた若手研究者の育成を通じてキャリア

アップの良い土壌を育んだ点などが評価される。今後は、ソフトクリスタルについての空間的な素要

素などの定量的な理解や更なる体系化に向けた一層の発展が期待される。 

 


